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令和 7 年 7 月 1 日改定 
 

    株式会社 GROOVE 



『HEATPLUS』の施工は、必ず本書をお読みになられてから行って下さい。万が一、本書と異なる施工を行い、事故・故障が
発生した場合は施工者の責任となりますのでご注意下さい。 

 

 
 

 

 
施工者・お施主様ともに物的損傷や人的傷害、人命に関わる重大な事故を防ぐために下記を必

ずお守り下さい。 

 

１． 

 

『HEATPLUS』は絶対に傷をつけたり、折り曲げたりしないで下さい。 

２． 仕上材の固定の際に、『HEATPLUS』本体の網線部分以外に釘・ビスを打ち込まないで下さい。また、仕
上材固定の際に使用する釘・ビスが、下地合板の釘などで跳ね返って『HEATPLUS』を傷つける可能性が
ありますので、充分注意して施工を行って下さい。 

３． 『HEATPLUS』の電源接続及び配線接続は必ず電気工事士の有資格者が行って下さい。 

４． 分解・改造・修理は絶対にお止め下さい。感電や発火の恐れがあります。 

 

 
 

 

ご使用になる方（お施主様）の安全に関するご注意です。安全に『HEATPLUS』をご使用頂くた

めに、施工者の方からのご説明が必要です（別紙取扱説明書にも同様の記述があります）。 

お施主様が物的損傷や人的傷害、人命に関わる重大な事故に遭わないために、        

施工者の方から下記をご説明して下さい。 

 

１． 
 

『HEATPLUS』の電源が入ったまま、その上で就寝しないで下さい。長時間に渡って皮膚の同じ場所が発熱
している部分に触れていると、低温やけどや脱水症状をおこす恐れがあります。 

次のような方がお使いの時は、特に注意が必要です。 

  ・ 乳幼児・お子様・お年寄り 

  ・ ご自分で『HEATPLUS』の温度レベル調節ができない方 

  ・ 眠気を誘う薬（睡眠薬・風邪薬など）を服用された方 

  ・ 深酒をされた方 

  ・ 疲労の激しい方 

  ・ 皮膚感覚の弱い方、皮膚の弱い方 

２． 布団・座布団・クッション・足のないソファ・毛足の長いじゅうたんなどの放熱を妨げる物や、   
温度の高い物を、『HEATPLUS』に電源を入れている状態でその上に長時間置かないで下さい。    
特に上記の物の上で就寝することは絶対に避けて下さい。 

置かれた物の下が異常に高温になり、「やけど」の危険性が発生します。               
また、床材が割れたり変形・変色したりする可能性があります。 

３． ホットカーペット・こたつなどの発熱する物と同時に使用しないで下さい。※二重暖房禁止 

４． 『HEATPLUS』の施工されたエリアには水をかけないで下さい。水やジュースなど液体がこぼれた場合は、
速やかに拭き取って下さい。 

万が一、液体をこぼしてしまった場合は、感電・発火の危険を避けるために、             
ただちに『HEATPLUS』の電源をお切り下さい。 

５． 水害が発生して『HEATPLUS』が水浸しになる可能性がある場合は、感電の危険を避けるために、    
ただちにブレーカーをお切り下さい。 

 
６． 感電・発火の危険を避けるために、『HEATPLUS』の施工されたエリアには先のとがったものや釘、   

刃物などを差し込まないで下さい。 

 
７． 不具合を感じた場合は、お施主様は機器に触れずにただちに電源を切り、               

速やかに施工店に連絡をして下さい。 



注意事項 

 

１．『HEATPLUS』は、非蓄熱床暖房です。 

 また、 

 

のマークは、「非蓄熱床暖房」である事を表しています。 

２．『HEATPLUS』は、電気工事有資格者により、床下に電気的な施工をしてお使い下さい。 

３．『HEATPLUS』は、施工要領書の手順に従い、注意事項を厳守して施工して下さい。 

４．『HEATPLUS』への電源の供給は 30mA以下の感度電流を持つ漏電遮断器（ブレーカー）を介

して行って下さい。 

一般的には、家庭用の分電盤になります。 『HEATPLUS』を施工する部屋毎に１個以上の

漏電遮断器（ブレーカー）をご準備下さい。 

その他、電気設備の技術基準等に則り、日本国内の内線規定を遵守して施工して下さい。 

５．『HEATPLUS』の遮断は、日本国内の内線規定に従い分電盤内に設置した漏電遮断器 

（ブレーカー）で行って下さい。 

６．施工時に『HEATPLUS』を施工した位置を、十分な大きさで分電盤にラベル表示して下さ

い。 

施工場所ごとに配置図面に『HEATPLUS』を施工した位置を記載して頂き、下記のラベルと

共に分電盤に貼付して下さい。 

ラベル 

 

 

 

 

７．『HEATPLUS』は、必ず、コントローラー 型番：UTH-JP*に接続して施工して下さい。又、

コントローラー UTH-JP*は、『HEATPLUS』と同じ部屋に施工して下さい。 

   同じ部屋に施工が難しい場合、必ず弊社担当者へご連絡下さい。 

８．『HEATPLUS』は、極寒の地域では使用できません。冬場の最低周囲温度が、-5℃以上の地

域でご使用下さい。 

９．『HEATPLUS』は、平らでない場所に施工できません。必ず、水平が保たれている場所に施

工して下さい。 

10.  コントローラーに近い側に口出し線（電気接続部 P.5参照）が来るようにして下さい。 

但し、仕上げ材のフローリングの貼り出しが、コントローラーから遠い側の場合、 

口出し線はフローリング張り出し側を優先して下さい。 

表面・裏面の区別もありますので、表裏を間違えないで下さい。表示が施されている面が

上面（表面）です。 

11．発熱体を破損する恐れがありますので、『HEATPLUS』を折り曲げないで下さい。 

運搬等で、筒状に巻く場合は、折り曲がらないように注意して下さい。 

又、直径 20cm（半径 10cm）以下にならないように十分注意して下さい。 

12．『HEATPLUS』用の断熱材は、セキスイ ゼットロン（ZNH0551）を使用して下さい。 

材質：ポリプロピレン気泡発泡ボード（表面にポリプロピレン不織布） 

特性：圧縮強度 0.65MPa,熱伝導率 0.053W/mK,軟化点 120～130℃,線膨張係数 6～9×10-5,

吸水量 0.004kg/m2 

13．『HEATPLUS』の電熱ユニット（電熱シート）と部屋との間の最大熱抵抗値は、0.0455m2K/W

です。 

14．コントローラーの電源入力端子に接続した電源電線を外す時は、電源入力端子の電線挿入

解除操作部に適合するマイナスドライバー 

又はプラスドライバー を挿入して、電源電線を外して下さい。 

コントローラーの電源出力端子も上記と同様の方法で、電源電線を外して下さい。 

15．『HEATPLUS』を施工後、『HEATPLUS』への電源の供給を停止する場合は、分電盤内の漏電

遮断器（ブレーカー）をＯＦＦにして、遮断して下さい。 

  

 モデル:HEATPLUS 200V  コントローラ UTH-JP*のある部屋には可撓シート状の電熱床暖房が設置されてい 

 ます。放熱の制限，推奨以外の材料貼付，釘打やねじ込み等をしないで下さい。  販売者:(株)GROOVE 
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また床材の施工方法は、床材の施工説明書に記載の事項を遵守して下さい。HEATPLUS は４０度以上の温度まで  

上昇させることができますので、特に温度条件についても注意をお願いいたします。 

ウレタン系接着剤 コニシ：KU928C-X,KU928C-X 2WAYパック 

床材さね部用接着剤 パナソニック：KE9501E 

コントローラー 

分電盤 

単相三線２００Ｖ 

Ｆケーブル 
VVF1.6 ㎜等 

断熱材 床合板 大引 根太 

床暖房対応床材（５mm 以上の厚みがあるものを使用して下さい） 

床用接着剤 
（床暖房対応品） 

本体配線 

VVF2.0mm 



① 断熱材の施工不良例 ② 正しい断熱材の施工例 

 
 

床合板 

HEATPLUS 本体 
床合板 

HEATPLUS 本体 

根太 根太 根太 根太 

 
 

断熱材 
断熱材 

 

根太と断熱材、床合板と断熱材の間に 隙間がなけ
ればＯＫ 

 

 

これらの隙間は全てＮＧ 

[３] 施工エリアの掃除と床組みの確認 
 

 
１） 『HEATPLUS』の施工場所は丁寧に掃除を行って下さい。掃除機・エアーコンプレッサーを使用して、           

細かなものまで取り除いて下さい。 
 

２） 釘及び釘の連結金物など突起物が無いように取り除いて下さい。木屑も同様に取り除いて下さい。 

 

３） 床合板を固定する釘・ビスの頭は、床合板の表面から絶対に飛び出ていない様にして下さい。             
飛び出ている場合は床合板に釘・ビスの頭が隠れるまで打ち込んで下さい。 

 

４）  床合板を固定した釘・ビスの頭の廻りに出ているバリは全て取り除いて下さい。 

 

５）  床合板同士の段差がある場合は、カンナがけやサンダーがけを行い、平滑になる様にして下さい。 

 
    ６） 『HEATPLUS』施工後、速やかに仕上げ材の施工を行わない場合は、必ず養生をし、 

『HEATPLUS』が傷つかない様に保護をして下さい。 

      

 

[４] 電気関連及びその他の確認 
１） 工事物件の契約電力を確認して、本製品設置時及び他の電気製品などの使用上で電力量に問題が無いことを事前に確認し、

容量が不足している場合は必ず電力を増設して下さい。 

２） 可能であれば床暖房専用配電盤を別途で設置して下さい。施工作業上または事後管理にも適しております。 

３） 施工場所の使用用途と冬の最低温度及び断熱状態を把握して頂き、不安な場合は弊社へご確認下さい。 

４）  プラン図を確認頂き、予めコントローラーの位置や配線経路などを把握して下さい。 

５） 施工箇所の湿気の有無や湿気の程度を把握して、設置前に必要に応じて防水処理をして下さい。キッチン・トイレ・ 脱衣所

などはそのままの施工で問題ありません。 
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事故発生を防止します。 



 

256㎜ 

 

 
 

 

[１] 墨だし 

下記は９０９㎜幅に『HEATPLUS』を施工する場合を例にしております。仕上げの床材は３０３㎜×１８１８㎜の 

サイズを前提としております。 

サイズが３０３㎜×１８１８㎜以外の場合も下記に準じますが、プランニングの前に必ず弊社担当者にお問い合わせ 

を頂きますようお願い致します。 

 

１） 横方向の墨だし 

『HEATPLUS』本体の端部が床材の釘打部分に重ならないように墨だしをして下さい。 
 

床材 
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３．『HEATPLUS』の寸法・規格、施工手順 

注意  

 

 

 

注意  

 

 

 

注意  

 

 

 

『HEATPLUS』端部の墨 

『HEATPLUS』端部の墨 

床材 



    床材 下記の様に『HEATPLUS』本体の端部と床材 の釘
打ち部分が重なる墨だしは不可です。床鳴りの
原因ともなります。 

     
 

『HEATPLUS』端部の墨 

注意 注意 注意 

・折り曲げ禁止  ・折り曲げ禁止  ・折り曲げ禁止  

    『HEATPLUS』端部の墨 

     

     

 
2） 

床材 
 

縦方向の墨だし 

 ① 床根太の中心線から１５１.５㎜をずらした位置に一箇所墨をだして頂きます。 

 ② 一箇所目の墨から３０３㎜ごとに墨を出して下さい。 

  この墨に『HEATPLUS』の中心線をあわせて敷き込んで下さい。 

 ③ 『HEATPLUS』本体同士の間隔は 4７㎜となります。この部分は床暖房対応の接着剤を塗布する部分と釘打ちしろを兼ねま
す。 

   ※ 釘は『HEATPLUS』本体には打てません。釘打ちしろの幅は下図の通り４７㎜となります。 

 ④ 厚床合板が下地の場合は、仕上げの床材に合わせて同様に墨を出して下さい。 

 ⑤ クッションフロアやタイルで仕上げる場合は、『 HEATPLUS』の上にベニヤを敷いて頂きますが、        
その場合も床暖房用接着剤を使用して頂くために、下図の様に接着剤を塗布できる間隔を開けた施工をお勧めいた 
します。 

 ⑥ 幅の狭い床材や長さが１８１８㎜以外の床材などの特殊な床材をお使いになる場合は、               
プランニング前に必ず弊社担当者へお伝え下さい。置き床などの場合も弊社担当者にお伝え下さい。 
 

 

 

 

 

909㎜ 

  151.5 ㎜ 303㎜ 303㎜ 151.5 ㎜ 

   

  
ふ 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
注意 注意 注意 

・折り曲げ禁止 ・折り曲げ禁止 ・折り曲げ禁止 
・切断・穴あけ禁止 ・切断・穴あけ禁止 ・切断・穴あけ禁止 
・釘・ビス打ち禁止 ・釘・ビス打ち禁止 ・釘・ビス打ち禁止 

   
   

①根太中心もしくは床材の釘打ち部分 5ｍｍ+47 ㎜+5ｍｍ 

    から 151.5 ㎜離した部分に墨をだす 

 
根太中心もしくは床材の釘打ち部分 

②最初の墨から 303 ㎜離して順次墨をだす 
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フローリング 直交方向 床暖房配線部位注意 

① 根太中心もしくは床材の釘打ち部分

から 151.5mm 離した部分に墨を出

す。 



横
架
材
 

[２] 配線部分の座ぼり・穴開け 

１） 『HEATPLUS』本体の中心線から１１７．５㎜離れた箇所に φ40 ㎜・深さ 5.5 ㎜以下で不陸が生じないように座ぼりをします。 

  ※ 必ず φ40 ㎜の座ぼりでなくても構いません。『HEATPLUS』本体下部の電気接続部の凸部分が収納出来ればノミなどを
使って彫り込む施工方法でも構いません。 

  ※ 厚１２㎜などの厚さの少ない合板の場合で、貫通してしまった場合は、気密テープで穴を塞ぎ気密性を確保して下さ
い。 

Φ40 ㎜以下 

    
HEATPLUS 本体 

電線 

    

   5.5㎜以下 

    
 

 

 
 

２） 

 
床合板 

電気接続部 

 
座ぼりの先端部には配線を床下に落とすための穴を床合板に開けます。 

 

 
117.5 ㎜ 117.5 ㎜ 

 配線用の穴 配線用の穴 
座ぼり 座ぼり 

  

  
  

 

 

 

 

 

３） 

 

 
 

HEATPLUS の中心線 床下の横架材に配線用の穴が干渉する場合は、下図の様に位置をずらして干渉を避けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
座ぼり・穴開け終了後には再度掃除を行い、木くずなどを完全に取り除いて下さい。 
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HEAT PLUS 
HEATING SYSTEM JAPAN 

303mm 



[３] 『HEATPLUS』本体の敷設 

１） 墨だし・座ぼりの後は再度掃除をして下さい。 

  
<<注意>> 

座ぼり・穴開けの際に出た木
くず はキレイに掃除をして
下さい。 

 
木くず・金属片などが残っていいると 

 墨 不具合・火災などの危険性があります。 

  

 

 

 

 

 
 

２） 

 

 

床合板 根太 断熱材 座ぼり（φ4０㎜・深さ 5.5 ㎜以下） 

 

 

 

 

『HEATPLUS』本体の中心線と墨を合わせて敷き込みます。 

   

  
 

 

 

 

 
 

３） 

 

 

 

 

 
 

電線を床下に落とし込んで『HEATPLUS』本体を上端/中間／下端タッカー止め/気密テープで固定して敷設は終了です。 

(推奨テープ：気密テープ 日本住環境 ツーエステープ 光用化学 エースクロス) 

    
    

    
    

    
   

 

 

 

 
※ 

 

 

 

 

 
上図は根太工法で記載されておりますが、厚床合板の場合も同様です。 

  ※ 3636ｍｍまではタッカー止め 3 ケ所、気密テープの止め数 2 ケ所。以後 1818 毎につき 1 か所、追加とします。 
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HEATPLUS HEATPLUS HEATPLUS 

HEATPLUS HEATPLUS HEATPLUS 

注意：両端で、上端、中間，下端タッカー止め、気密テープは、中

間、座彫り側端でシートを固定します。(養生テープ不可) 

 

<<注意>>回路の違う隣接する

シート設置の場合、座彫り箇

所を左図のように離し隣接し

ないように。床鳴りの原因と

なります。 

※タッカー位置 赤

矢印（網線部位） 

※気密テープ位置 

黒太線印 配線部位、中間のみ   

注意：反対側はなし 



床暖房対応床用接着剤 

[４] 仕上床材の施工 
１） 床材の施工前に再度掃除を行い、ゴミ・木くずなどを全て取り除いて下さい。 

床材の施工は必ず配線部側から行って下さい。※2）床貼始めが限定できない場合は、シート配線結線は床貼後で実行。 

床暖房用接着剤を塗布し、床材は必ず床暖房対応品をご使用下さい。 
ウレタン系接着剤は「HEATPLUS]本体には決して塗布せず、本体間の床合板上に塗布して下さい。 

      
   床 暖 房対応床材 

養生テープ 

      
      
      
      
     

 

 

 

 

 

 

 

 

      

2.） メーカー指定の釘・ビスで床暖房用接着剤を併用して、床材を固定して下さい。 

フロアネイル３８㎜など 
（床材メーカーの指定品） 

 

 

 

 

※床施工を進めて行き『HEATPLUS』 

本体がたわんだ場合はタッテ 

 テープを剥がしてたわみを補正して 

 から床施工を継続して下さい。 

 コントローラーへ配線 

 （必ず電気施工有資格者 

   
 

 

 

 

 

 
 

● 

行ってください） 

 

 

 

 

 

 

 
床材の施工を進めていくと『HEATPLUS』本体にたわみが生じる場合があります。その場合は『HEATPLUS』本体を固定して
いる気密テープを剥がしてたわみを補正して床材の施工を継続して下さい。その為、床材の 施工開始は必ず配線側から行
う様にして下さい。※床貼始めが限定できない場合は、シート固定のみとしてシート配線結線は床貼後で実行。 

  ● 床材と下地の間に床暖房が入りますので、可能な限り丁寧な床材施工を行って下さい。また、施工される方が床材に乗っ
て荷重をかけながら釘・ビスなどで打ち付けて、しっかりと固定して下さい。 

  ● 両端部の絶縁処理部分が不陸・支点となって床材が 安定しない場合があります。その場合は、絶縁処理部分に当
る下地を削って不陸を調整して床材を施工して下さ い。 

絶縁部が干渉してガタつく場合があります。 その場合は絶縁部の下部の下地を削って不陸にならない 

ようにしてから、床材を施工して下さい。 
下地を欠き込む 

    

下地（合板など） 下地（合板など） 

    

 
※ 

 

 
床固定には床材メーカー指定の釘・ビスを御使用して下さい。 
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床暖房対応床用接着剤 

床暖房対応床材 

床材さね部用接着剤は、床材の雌さね部に塗布して下さい 

HEATPLUS HEATPLUS HEATPLUS 

フロアネイル３８㎜など 
（床材メーカーの指定品） 

ヒートプラスシート連結・コントローラへ配線 

 

※配線ジョイント部位はアウトレット BOX内で結

線、圧着し結線部位には、リングスリーブを使

用して VFF1.6 ケーブルと結線し自己溶着テ-プ

で、絶縁処理すること。 

 

 

※床施工をシートがたわまないように施

工していき『HEATPLUS』 本体がたわん

だ場合はタッカー・気密テープを剥がし

てたわみを補正してから床施工を継続し

て下さい。 

【アウトレット BOX 内 イメージ図】 

 



分電盤 

（最大 12
Ａ） 

[５] 配線・コントローラー設置 

１） １回路の場合 

単相三線式２００Ｖ 

 VVF2.0 ｍｍ 2 芯 

 
分電盤 

  

 

 

ＵＴＨ-ＪＰＣ１ 

  
  
   
  
  
  

  

 
VVF1.6mm  2 芯（最大 12Ａ） 

 

 

 
 

２） 

 

 

 
 

２回路の場合 
単相三線式２００Ｖ 

 VVF2.0ｍｍ  2 芯 

  
  

   

  

 

ＵＴＨ-ＪＰＣ２ 

 

  

  

 VVF1.6 mm 2 芯                    
      A）                     

  
  
  

 VVF1.6mm  2 芯（最大 12Ａ） 

 

 
 

 

 

 

[６] 

 

 

 

 

検査・試運転 

１） 検査 

 ① 合成抵抗値（Ω）の測定  ・・・  通電前 

 

 

 

 
 

テスター 

   

 

 
テスターを使用して、合成抵抗値（Ω）の測定を行って下さい。 

  『HEATPLUS』本体には各々シートに抵抗値（Ω）が記入されております。 
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HEATPLUS  



 ② 床施工前漏電検査（絶縁抵抗検査）  ・・・  床施工前 
 

 

 

 

 

 

 

絶縁抵抗値測定器 

  ５００Ｖメガー 

アース 
 

絶縁抵抗測定器で５００Ｖメガーを使用して、絶縁抵抗値を測定して下さい。 

  ５０ＭΩ 以上で合格です。  

  
③ 

 
負荷電流検査  ・・・  通電後 

 

 

 
MLB/ELB 

    

    
    

 

 

 

 

 
クランプメーター 

 

 
 

クランプメーターを電源回路に繋がる電線に入れて、電流値を測定して下さい。 

定格どおり（±10％）であることを確認して下さい。 

電流値は『HEATPLUS』プラン図(積算図)に記入されております。 

④ 床施工後漏電検査（絶縁抵抗検査）  ・・・  床施工後 

床施工後に上記②同様に絶縁抵抗測定器で５００Ｖメガーを使用して、絶縁抵抗値を再度測定して下さい。 ５０ＭΩ以上
で合格です。 

 

⑤ 

 

昇温検査  ・・・  通電後 
 

  全ての検査で正常であることを確認した後で、通電して『HEATPLUS』が温まることを確認して下さい。 

   
   

※ 

 
上記①～⑤は必ず電気工事の有資格者が検査を行って下さい。 

  ※ 
 

合成抵抗値検査・絶縁抵抗検査は『HEATPLUS』施工後、仕上げ材施工後、 

コントローラ取付時の、計 3回必ず行って下さい。 

   

                   ※ 

 

 
上記①～⑤の検査に合格した場合のみに、保証書は有効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 
『HEATPLUS』は全量が電流値・抵抗値・絶縁抵抗値を測定し、      
合格したもののみを出荷しています。 
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HEATPLUS HEATPLUS 

HEATPLUS HEATPLUS 絶縁抵抗値測定器 
５００Ｖメガー 

アース 

MLB/ELB 



6
 1
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２） 試運転 

① 直接電源を投入してみて下さい。ブレーカーがオフになるとすれば、漏電・ショートの可能性があります。電源線・絶縁状
態を確認して下さい。 

② コントローラーを通して電源を投入してみて下さい。オンにして電源ランプの点灯を確認します。ブレーカーがオフになる
場合は、電気容量不足、漏電、ショートの可能性があります。 

③ 直接電源を投入した状態で電流を測定して下さい。プランニング通りの電流（±１０％程度）にならない場合は、接続不良
及び『HEATPLUS』本体にキズが無いかなど調査して下さい。 

④ 全て良好であれば、コントローラーを接続して、最大出力で温度の上昇を確認して下さい。その際に集熱・過熱 で外形上の
変形が無いかを確認して下さい。変形がある場合は弊社担当者にご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

[１] コントローラーに不具合などが発生した場合は、ディスプレイにエラー表示がされます。 

 
[２] エラーコード一覧                  

 

エラーコード 原因 対応方法 

RO1 CH1 のリレーオープン 
 

製品交換 

RO2 CH2 のリレーオープン 
 

製品交換 

RS1 CH1 のリレーショート 
 

製品交換 

RS2 CH2のリレーショート 
 

製品交換 

 

OHt 

 
回路保護用のコントローラ内部  
センサー の過熱感知(80℃以上) 

 

 
10 分間電源 OFF してから再起動。同じエラーが出たら
製品交換。 

 

RtH 

 

リレー加熱の時の温度ヒューズ断線 
(115℃) 

 

製品交換 

EO1 CH1 のセンサー断線 センサー不使用。メーカー検査の上で判断。まずは 
メーカーに連絡を。 

EO2 CH2 のセンサー断線 センサー不使用。メーカー検査の上で判断。まずは 
メーカーに連絡を。 

ES1 CH1 のセンサーショート センサー不使用。メーカー検査の上で判断。まずは 
メーカーに連絡を。 

ES2 CH2 のセンサーショート センサー不使用。メーカー検査の上で判断。まずは 
メーカーに連絡を。 

 

４．エラー表示について 

エラー表示 



  

 
１） HEATPLUS 本体 

 
サイズ（幅×厚×長さ） 電圧 消費電力（定格） 用途 

 

256㎜×0.6 ㎜以下×フリー 

 
ＡＣ  ２００Ｖ 

 

185(W)／㎡（±１０％） 

 

床暖房用 
（50/60HZ） 

 

 

 

 

 

２） コントローラー 

 
区分 項目 UTH-JPC１（1回路用） UTH-JPC２（２回路用） 

 

 

 
定格 

定格入力電圧 100V AC～200V AC 

周波数 50Hz・60Hz 

駆動方式 電子式 

消費電力 約 2.76W（DC12V、230ｍA) 

 

負荷 

回路数 １回路 ２回路 

容量 CH1:12A（抵抗性負荷） CH1:12A、CH2:12A（抵抗性負荷） 

出力電圧 100VAC～200VAC（入力電圧と同一） 

表示画

面 

ディスプレー 8色カラーLCD 

 

 

精密度 

時間精密度 週間最大偏差：±1 分

（0~30℃） 

温度精密度 ±1℃：30 秒当たり 1℃変化条件（delay  option:20 秒) 

接点方式 リレー（OMRON:G5AC-1A-E)、両切り方式 

接点定格容量 15A/125VAC、10A/250VAC(抵抗性負荷)/回路当たり 

期待寿命(電気的） 10万回以上、15A/125VAC、10A/250VAC/回路当たり 

機能 
 

安全装置 過熱防止センサー 
(コントローラ内部) 

コントローラ内部の温度上昇を点検して 80℃になると電源は遮断されてアラームに鳴る。
(手動復帰で OFF/ON します。） 

(性能) リレー開閉数の確認 長時間リレーON・OFF による寿命を確認（10万回)して交換可能。 

 リレー加熱温度  
ヒューズ 

リレーから高温(115℃)が発生するとヒューズが切れて過熱保護。 

【RtH】の表示とともにアラームします。 

 リレーOPEN 

ショート 

過電圧、過電流などによってリレーの接点が OPEN、またはショートされると【RO】【RS】
の表示とともにア ラームします。 

  

自動レベルダウン 

 

レベル５以上で９０分以上継続使用すると自動的にレベル２に設定変更されます。 

 切り忘れ防止 
連続８時間継続して使用した場合は自動で電源が切れます。 

（ホットタイム２２ロング（北海道電力）など電力会社のメニューによっては初期設定

で解除しています） 

 
 

タイマー 
予約回数 最大 5回/1日（1回：ON/OFF を 1 周期にする。) 

 時間設定単位 1 分 

 簡易タイマー 30 分単位で 8 時間まで設定可能。 

 ON・OFF 時間周期によって 設定した時間周期により ON/OFF されます。(1~60 分調整) 

 
その他 

外部ケース ABS VH810 UL94 V-O（難燃性） 

重さ 330ｇ 

寸法 116(Ｗ)×120(Ｈ)×25(Ｄ:埋設部分) 

大気温度・湿度（使用条件） －10℃～50℃、35℃のときに 85%以下 
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５．仕様 



３） 結線図   

 ① １回路用コントローラー ② ２回路用コントローラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
寸法 
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株式会社 GROOVE 本社 

神奈川県横浜市西区南幸 2-21-5 柳川ビル 5-2 

電話：045-290-3884 

 

株式会社 GROOVE 東京支店 

東京都新宿区西新宿 5-24-15オークス西新宿 4F 

電話：03-6383-3992 

 

株式会社 GROOVE 名古屋支店 

愛知県名古屋市中区大須 3-10-19ヒルズ大須 4F 

電話：052-253-9273 

 

株式会社 GROOVE 大阪支店 

大阪府大阪市淀川区西中島 4-2-26天神第一ビル 101-1 

電話：06-6459-9135 

 

株式会社 GROOVE 福岡支店 

福岡県福岡市博多区博多駅南 1-7-14BOIS博多ビル 606 

電話：092-292-6524 

 

株式会社 GROOVE 仙台支店 

宮城県仙台市青葉区花京院 2‐1‐61 オークツリー仙台 210号室 

電話：022‐208-8945 

 


